
A＋ 31

・数値目標を達成したもの
　→　数値目標の達成率（または達成見込率）が100％以上
・定性的な目標について目標を達成した（または達成する見込みがあ
る）もの

A 4
・数値目標をほぼ達成したもの
　→　数値目標の達成率（または達成見込率）が60％以上100％未満

A－ 9
・数値目標の達成に向けて十分な進展が見られなかったもの
　→　数値目標の達成率（または達成見込率）が60％未満

B 0

産業成長戦略実行３年半の総括シート
（観光分野）

評価 評価基準

第３期計画の取り組み開
始時と比べて、数値を改善
もしくは維持できたもの、ま
たは状況を改善できたもの

第３期計画の取り組み開始時と比べて、数値を改善もしくは維持できなかったもの、または状況を改
善できなかったもの

令和元年８月31日時点 

資料2 



取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

◆「土佐の観光創生塾」のさらなる
充実による自然・体験型観光商品づ
くりと事業者連携(地域観光クラス
ター化)の推進

○地域地域における自律的・持続的な観光地づくりの推
進及び地域観光を担う人材の育成に向け、「土佐の観光
創生塾」を開催し、地域コーディネーターのハンズオン
支援による自然・体験型観光商品の磨き上げ・販売と地
域の事業者が連携した地域観光クラスター化を促進する
ための取組を支援。

・「土佐の観光創生塾」の開催
　H30：<基礎編>４回、
　　 　　<応用編>東部・中央・西部　各４回
　R元：<全体導入編>東部・中部・西部　各１回
　　　  <情報発信編>３回
　　　  <地域づくり編>３回
　　　  <商品づくり実践編>東部・中部・西部　各３回
・地域コーディネーターのハンズオン支援による観光商
品の造成・磨き上げ及び地域観光クラスター形成支援

・「土佐の観光創生塾」の開催
　　H30：
　　<基礎編>４回、延べ241人
　　<応用編>東部・中央・西部　各４回、62事業者
　　R元.８末：
　　<全体導入編>東部・中部・西部　各１回、186人
　　<情報発信編>１回、49人
　　<地域づくり編>１回、48人
　　<商品づくり実践編>１回、72人
・観光商品の造成・磨き上げ
　⇒H30：商品化69件、うちOTA販売63件
　⇒R元：商品化10件、うちOTA販売10件
　　　　 （R元.８末）
・地域観光クラスター分科会の開催支援による事業者
　連携の推進
　⇒H30：地域観光クラスター15件
　⇒R元：地域観光クラスター１件（R元.８末）

◆民間活力を積極的に導入した観光
地づくり

○市町村物件と観光開発の意向がある有望民間企業の
ピックアップを進め、マッチングの機会を拡大し民間活
力を導入した観光振興を推進。

・市町村遊休資産等実態調査の実施
・市町村向け遊休資産等活用説明会の開催
・観光資源オーディションの開催
　R元：計2回（予定）
・民間企業に対する個別ファムツアーの実施

・観光資源オーディションの開催
　第1回（R元.7月）
　⇒3件マッチング成立、ファムツアー実施
　第2回：参加候補企業５社確保
・民間企業に対する個別ファムツアーの実施
　⇒H30：5社参加

◆アウトドア拠点など核となる観光
地づくりの推進と再活性化

○全国からの誘客につながる、本県の豊かな自然を生か
したアウトドア拠点の整備や地域が主体となった観光地
づくりを総合的に支援するため、観光拠点の施設の整備
や再活性化をはじめ、観光商品のさらなる磨き上げや観
光資源の創出、「土佐の観光創生塾」受講者による連携
の取組などを支援。

・市町村等と連携した観光地づくり
　観光拠点等整備事業費補助金による支援
　　H28：25件、H29：12件、H30：50件、
　　R元：43件（予定）
　地域観光推進交付金による支援
　　H29～：2件
　地域観光振興交付金による支援
　　H30～：4件、R元～：3件（予定）
・足摺海洋館リニューアルに向けた施設整備、
　指定管理者制度の導入

・全国から誘客できるアウトドア拠点や核となる観光拠
点の整備と再活性化
　⇒H27～R元.８末：12か所
　　＜アウトドアメーカー等の監修・運営による
　　　新たなアウトドア拠点のオープン＞
　　　H30：ｽﾉｰﾋﾟｰｸおち仁淀川ｷｬﾝﾌﾟﾌｨｰﾙﾄﾞ 等
　　　R元：ｽﾉｰﾋﾟｰｸ土佐清水ｷｬﾝﾌﾟﾌｨｰﾙﾄﾞ、
　　　　　  ｽﾉｰﾋﾟｰｸかわの駅おち、
　　　　　  ﾓﾝﾍﾞﾙ ｱｳﾄﾄﾞｱｳﾞｨﾚｯｼﾞ本山　等

◆観光創生塾を活用した地域の事業
者連携(地域観光クラスター化)の促
進支援と売れる観光商品づくり
(産業観光を含む)

○地域地域における自律的・持続的な観光地づくりの推
進及び地域観光を担う人材の育成に向け、「土佐の観光
創生塾」を開催し、地域コーディネーターを配置すると
ともに、地域観光クラスター化を促進するための取組を
支援。

・「土佐の観光創生塾」の開催
　H28：東部・中央・西部　各6回
　H29：全体1回、東部・中央・西部　各5回
・地域コーディネーターのハンズオン支援による観光商
品の造成・磨き上げ及び地域観光クラスター形成支援

・「土佐の観光創生塾」の開催
　H28：東部・中央・西部　各6回、82人
　H29：全体　1回、
　　　　 東部・中央・西部　各5回、88人
・観光商品の造成・磨き上げ
　⇒H28：商品化26件
　　H29：商品化34件
　（H27：商品化22件）
・地域観光クラスター形成支援による事業者連携の推進
　⇒H28～29：地域観光クラスター24件

1　戦略的な観光地づくり

1　本県観光の強みである「歴史」
　  「食」「自然」の更なる磨き上げ
　  による戦略的な観光地づくり

産業成長戦略（観光分野）　一覧表

戦略の柱

◆磨き上げてきた「食」や「歴史」
の観光資源に加えて、「自然＆体験
キャンペーン」を通じた観光資源の
磨き上げと観光クラスターの形成
(それぞれ外国人受入対応を含む)

○自然景観や自然・体験型の観光資源から新たな経済効
果を生み出す新資源をハード・ソフト両面にわたって支
援。
○周遊促進に向けて、各エリアの自然景観やビュース
ポット等と地域の体験プログラムと、歴史や食等の観光
資源とが一体になった観光クラスターの形成を支援。

・歴史観光資源等強化事業費補助金による支援
　H28：15件、H29：17件
・地域支援専門チームによる支援（現地派遣）、地域会
場への館内ガイド配置、地域会場運営連絡会ブロック会
の開催、地域会場・観光クラスターのPDCAに関する支
援　等
・観光拠点等整備事業費補助金による支援、メニュー拡
充（H30）
  H30：50件（R元への繰越3件を含む）
・地域観光振興交付金による支援
  H30～：4件

・歴史観光資源の磨き上げ
　⇒周遊コースの設定
　　：県域18コース・広域18コース、
　　　市町村64コース
　⇒観光クラスターの整備
　　：H27～30　15か所
　⇒「志国高知 幕末維新博」会期中の総来場者数
　　：3,340,262人

可能な限り具体的な数値を記載 
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次のステージに向けた方向性

①自然・体験をテーマ
にした自然景観、体験
滞在型観光施設、体験

プログラムの整備

－（H30）
↓

28か所以上
（H30～R元累計）

①〈R元年度末見込〉
56か所以上

〈直近の実績〉
39か所
（H30年度末） A＋

②観光クラスターの
整備数

－（H27）
↓

20か所以上
（H27～R元累計）

②〈R元年度末見込〉
20か所

〈直近の実績〉
15か所
（H30年度末）

A＋

創生塾を通じたアウト
ドア・自然体験商品

（地域観光クラスター
を含む）の販売

－（H29）
↓

60商品（R元）

〈R元年度末見込〉
60商品

〈直近の実績〉
69商品
（H30年度末）

A＋

○「土佐の観光創生塾」において、観光商品の造成・磨き上げや、
継続した販売に繋げる手法を学び、地域資源を活用した観光商品が
造成・販売されるなど、事業者の育成に繋がっている。
○参加事業者を中心とした地域観光クラスターが形成され、周遊促
進や消費拡大につながる仕組みづくりが進んでいる。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・商品造成・販売力向上に向けた支援を引き続
き実施するとともに、より地域での消費拡大に
繋がるような地域観光クラスターの形成や、観
光地域づくりの中心人物となる人材の育成に取
り組んでいく。

民間活力の導入件数

－（H30）
↓

3件
（H30～R元累計）

〈R元年度末見込〉
3件

〈直近の実績〉
0件
（H30年度末） A＋

○第１回観光資源オーディションにより、市町村と民間事業者との
マッチングが成立し、事業化に向け着実に進んでいる。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する
・民間事業者への個別アプローチによる掘り起
こしの強化
・既進出事業者からの紹介など、新たな民間事
業者掘り起こしのための情報収集を強化
・市町村からの遊休地等の更なる掘り起こしを
推進

全国から誘客できるア
ウトドア拠点や核とな
る観光拠点の整備と再

活性化

2か所（H27）
↓

10か所
（H27～R元累計）

〈R元年度末見込〉
12か所

〈直近の実績〉
12か所
（R元.８末時点）

A＋

○全国的なブランド力を有する企業の監修によるアウトドア拠点が
新たにオープンするなど、全国から誘客できる観光拠点の整備が進
んでいる。
・目標を上回る核となる観光拠点の整備が完了。
・核となる観光拠点の周辺施設の入込が増加するなど、波及効果も
表れてきている。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・観光拠点整備と合わせた地域に新たな経済効
果をもたらす仕組みの構築とともに、地域と連
携した経済効果が高まるソフト施策の実施によ
り、自然＆体験キャンペーンを牽引する拠点施
設の整備をさらに進めていく。

地域観光クラスター化
の促進

－（H27）
↓

24クラスター
（H28～29累計）

〈H29年度末〉
24クラスター

A＋

○講座やワークショップ、地域コーディネーターのハンズオン支援
により、観光事業者の商品造成力が向上した。
○参加事業者を中心とした地域観光クラスターが形成され、周遊促
進や消費拡大につながる仕組みづくりが進んだ。

○H29終了（内容を拡充して継続）

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価

○幕末維新博の取組を通じ、地域会場のリニューアルや歴史資源の
掘り起こし、展示解説ガイドサービスの充実など歴史観光の基盤づ
くりが進んだ。また、地域会場を有する市町村においては、地域会
場を中心とした観光クラスターを形成することができた。

○また、自然＆体験キャンペーンと連動して、以下の取組を実施し
ている。
・自然・体験型観光資源の磨き上げに対する財政支援の継続
・自然景観（及び歴史資源等）を生かして新たな経済効果を生み出
す観光クラスターの形成支援と磨き上げの実施
・歴史資源の活用の継続に向けた支援（歴史文化施設のPDCAサイ
クルの継続、歴史資源磨き上げ技術支援（文化振興課）、企画展等
の開催に対する財政的支援、館内ガイド配置等）の実施

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・幕末維新博の地域会場を有する市町村におい
ては、地域会場を中心とした観光クラスターを
形成することができた。引き続き、自然景観等
を中心とした、観光クラスター形成に取り組ん
でいく。

総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 
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取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

◆地域コーディネーターの配置 ○広域観光組織の自律化や地域観光を担う人材の育成に
向けて旅行業の専門知識を有する地域コーディネーター
を配置し、広域観光組織の機能強化のためのOJT支援や
「土佐の観光創生塾」受講者へのハンズオン支援などを
実施。

・「土佐の観光創生塾」における
　地域コーディネーターによるハンズオン支援
　　H28：延べ247日（３エリア）
　　H29：延べ421日（３エリア）
　　H30：延べ328日（３エリア）
　　R元：延べ122日（３エリア）（R元.８末見込）
・地域観光コーディネーターによるOJT支援
　　H28：131日（幡多）
　　H29：146日（全域）
　　H30：141日（全域）
　　R元：57日（全域）（R元.８末見込）
　⇒受講者数：延べ317人（H28～R元.８末）
　　旅行会社等販売商品：延べ139件
　　　　　　　　　　　　（H28～R元.８末）

◆サイクリングツーリズムの取組強
化（県推奨サイクリングコースのＰ
Ｒとサイクリング環境整備の促進）

○県推奨サイクリングコースのホームページによるＰ
Ｒ、コースマップの配布及びプロモーション動画の作成
に加え、台湾などから誘客を図るための外国語版マップ
を作成するなど、国内・外への情報発信の取組を強化す
る
○安全かつ快適にサイクリングを楽しんでいただくた
め、サイクリンク環境の整備に向けて関係機関が連携し
て取り組みを行う
○サイクリストが高知で走るきっかけとするため、サイ
クリングイベントの開催支援を行う

・国内外へのPRの実施:予算額H29～R1：3,800千円
・サイクリング環境の整備:予算額H29～R1：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,500千円
・四国４県連携事業の実施:H29～H30：サイクリング
ア
　イランド四国　推進協議会の開催:8回

・ぐるっと高知サイクリングロードのPR動画や多言語
コースマップの作成
・サイクリングイベントへの出展：5回
・県推奨サイクリングコース「ぐるっと高知サイクリン
グロード」を県内全域に43コース設定（上級者・中級
者向けコース全15コース／観光・ファミリー向けコー
ス28コース）
・「こうちサイクルオアシス」を77カ所設置
・「ぐるっと高知サイクリングロード」へのブルーライ
ン及びフットサインを整備（H26～R1整備完了）
・「サイクリングアイランド四国」において、４県連携
事業の実施（「四国一周チャレンジ1,000kmプロジェ
クト」及び「おもてなしサポーター制度」）
⇒県内サイクリングイベント参加者増
⇒新設イベントの開催（H30高知仁淀ブルーライド）

◆自然を生かしたスポーツイベント
の開催促進

○県外からの誘客を図るため、本県の強みである自然を
活かしたイベントの立上げなどの開催支援を行う

・自然環境を生かしたスポーツ大会支援
　　　　　　　　　（予算額：H29～R1：2,260千
円）

・自然環境を生かしたスポーツ大会支援
　H28年度  安芸・室戸パシッフィクライド  228人
　H29年度  安芸・室戸パシッフィクライド  199人

　H30年度  高知仁淀ブルーライド  210人

⇒新設イベントの開催による県外観客数の増加（高知仁
淀ブルーライド県外観客数:210人など）

2　官民の一層の連携による広域観光
　  組織の体制及び機能の強化

◆広域観光組織の機能強化 ○広域観光組織が地域の観光地づくりをマネジメントし
ていくために必要な事業を展開するための体制づくりや
周遊観光の推進、「土佐の観光創生塾」の開催や地域
コーディネーターの配置による広域観光職員のスキル
アップなど、広域的な観光地づくりを総合的に支援。

・広域観光推進事業費補助金による支援
　H28：7件、H29：6件、H30：6件、
　R元：6件（予定）
・地域観光コーディネーターによるOJT支援
・地域博覧会の開催支援

・地域観光コーディネーターによるOJT支援
　⇒H30法人化：４か所（高知県東部観光協議会、
　　物部川DMO協議会、仁淀ブルー観光協議会、
　　幡多広域観光協議会）
　⇒H30日本版DMO法人に正式登録：1か所
　　（幡多広域観光協議会）
　⇒H３０日本版DMO候補法人に登録：2か所
　　（東部観光協議会、仁淀ブルー観光協議会）
・地域博覧会の開催支援
　「奥四万十博」（H28.4.10～12.25）
　「土佐れいほく博」（R元.7.7～12.25）
　⇒H29：奥四万十観光協議会、土佐れいほく博
　　　　　推進協議会設立

3　自然環境を生かしたスポーツツー
　  リズムの推進
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

①広域観光組織の
法人化

3か所（H27）
↓

5か所
（H27～R元累計）

①〈R元年度末見込〉
4か所

〈直近の実績〉
4か所
（H30年度末）

A－

②嶺北地域の主要観光
施設及び主要宿泊施設

の入込数

・主要観光施設
　対過去3か年

（H27～29）平均
　20%増（R元）
・主要宿泊施設
　対過去3か年

（H27～29）平均
　10%増（R元）

②〈R元年度末見込〉
・主要観光施設
　120%
（341,776人）
・主要宿泊施設
　110％
（16,035人）

A＋

地域コーディネーター
の配置

2エリア（H27）
↓

3エリア
（H27～R元累計）

〈R元年度末見込〉
3エリア

〈直近の実績〉
３エリア
（H30年度末）

A＋

○地域コーディネーターのきめ細かなハンズオン支援により、観光
事業者の商品造成力が向上した。
○広域観光組織へのOJT支援により、旅行会社とのパイプづくりや
商品造成のノウハウが蓄積され、観光事業者へのアドバイス力が向
上した。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・商品造成・販売力向上に向けた支援を引き続
き実施するとともに、観光地域づくりの中心人
物となる人材の育成に取り組んでいく。

サイクリングイベント
の県外からの参加者数

927人(H27）
↓

2,000人

〈R元年度末見込〉
1,500人

〈直近の実績〉
646人
（H30年度末）

A

○サイクリングイベントの県外からの参加者数が、目標値を下回る
見込みであるが、「ぐるっと高知サイクリングロード」、「サイク
リングアイランド四国」の認知度向上により、出発点と比較して県
外からの参加者が増加している。

・「自然環境を生かしたスポーツ補助金」の活用により、サイクリ
ングイベントが増加し、自立している
28、29年度　安芸・室戸パシッフィクライド（2,000千円、
1,000千円）
30年度　仁淀ブルーライド（3,000千円）第１回大会

＜課題＞
・「ぐるっと高知サイクリングロード」の国内外への更なるPR

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。

・県内の著名サイクリストと連携した情報発信
等や、サイクリング環境整備への活用を目的と
したヒアリングの実施
・「サイクリングアイランド四国」での４県連
携強化

　自然環境を生かした
スポーツ大会支援事業
助成金申請件数（開始
3年以内の新規イベン

ト）
　-　（Ｈ27）

↓
6大会（1,750人）

〈R元年度末見込〉
5大会（1,077人）

〈直近の実績〉
1大会(210人）
（H30年度末）

A－

○自然環境を生かしたスポーツ大会開催への支援について、目標値
を下回るものの、新規大会の立ち上げを支援するなど、県外観客数
の増に寄与している。

・H28～R元年度で、延べ５大会に活用し、延べ1,077人の県外客
を誘客(見込み)。

＜課題＞
・各市町村、競技団体、事務局へのスポーツ大会支援事業助成金の
更なる周知。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。

・最大3年間の開催支援後、自立するとともに、
継続した大会開催を目指す
・観光コンベンション協会と連携して、事業の
更なる周知を図る。

○新たに、物部川DMO協議会が法人化し、幡多は日本版DMO法人
への本登録、東部と仁淀ブルーは日本版DMO候補法人に登録され
る等、各広域観光組織がそれぞれのステージに応じて機能強化を
図っている

○高幡地域では、H29に奥四万十観光協議会が設立し、嶺北地域で
は、「土佐れいほく博」の開催を通じた広域観光の取組を進めてお
り、地域博覧会の開催を契機とした広域観光の仕組みづくりが進ん
でいる。

＜課題＞
・広域観光組織を担う人材の確保・育成と、地域の関係者との連携
強化
・各組織の熟度に応じた法人化や日本版DMO法人登録に向けた機
能強化

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・稼げる観光地域づくりを広域観光組織が中心
となって推進できるよう、各組織の熟度に応じ
て、必要な機能強化への支援を行う。
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取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

◆「自然＆体験キャンペーン」の開
催

○自然景観や自然を活かした体験を前面に出した全県的
な観光キャンペーンを展開することとし、これまで整え
てきた歴史、食とあわせて観光基盤を整備しプロモー
ション活動を展開することで、持続的な観光振興につな
げていく

・キャンペーン特設ウェブサイト開設（H31.2.1）

○H30年度キャンペーン開催実績（2/1～3/31）
・特設サイト体験プログラム登録数　387件
・特設サイトPV数　 230,419PV
　　　　　　　　　　(対維新博第一幕比170%)
⇒県内の主な観光施設(66施設)の入込客数
    477,060人(対前年比106.8%）
⇒観光施設(9施設),体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(11事業者)利用状況
・観光施設　　　　68,750人(対前年比124.7%)
・体験プログラム　  4,919人(対前年比106.9%)
⇒スタートイベント・エリアイベント来場者数
ｽﾀｰﾄｲﾍﾞﾝﾄ（こうち旅広場）、ｴﾘｱｲﾍﾞﾝﾄ（東部、中部、
西部）　合計来場者数：約22,100人

◆国内外のマスメディアやSNSを活
用した情報発信の強化

○全国及び海外における本県観光の認知度拡大、誘客促
進を図るため、首都圏等のマスメディアへの積極的な情
報発信を実施することにより、テレビ・雑誌等の媒体で
取り上げてもらうパブリシティ活動を強化する

○首都圏等でのマスメディアの情報発信
・H30年度露出本数と広告費換算額
　本数：568件（TV58、ラジオ１、雑誌27、新聞
11、ウェブ471）
　広告換算額：61.0億円

（参考）
H26：167件、29.6億円
H27：201件、55.6億円
H28：279件、22.4億円
H29：546件、30.6億円

◆観光サポートアプリを活用した地
域の観光資源の情報発信

○観光客が、スマートフォンから容易に高知県の観光情
報等が取得できるよう、地図サポートアプリケーション
を制作し、観光情報の発信を行うとともに、利用者の移
動の利便性を向上させることにより、周遊促進を図る

・観光サポートアプリ作成（H28.4.1）

・アプリダウンロード数
　H28年度：9,578件
　H29年度：5,796件
　H30年度：2,187件

　17,561件（H28～H30累計）

◆四国ツーリズム創造機構の四国
DMOに向けた連携

○四国を一つの観光地域としてマーケティングやマネジ
メント等を行うことのできる観光地域づくり組織
（DMO化）の立ち上げに向けた支援を実施する

・香川・高知両県知事会議での協力依頼（H29.5.11）
・愛媛・高知交流会議での協力依頼（H29.5.22）
・四国知事会議での協力依頼（H29.6.5）

⇒H30.12.　一般社団法人化
⇒H31.3　日本版DMO法人登録
⇒R元.5   第四次観光交流戦略（R元年度から3年間の戦
略）の策定

◆ポスト幕末維新博に向けた準備対
応(キャンペーン戦略の策定と一部先
行実施)

○自然景観や自然を活かした体験を前面に出した全県的
な観光キャンペーンを展開することとし、これまで整え
てきた歴史、食とあわせて観光基盤を整備しプロモー
ション活動を展開することで、持続的な観光振興につな
げていく

・キャンペーン特設ウェブサイト開設（H31.2.1）

○H30年度キャンペーン開催実績（2/1～3/31）
・特設サイト体験プログラム登録数　387件
・特設サイトPV数　 230,419PV

◆「志国高知　幕末維新博」の開催 ○大政奉還150年にあたる平成29年と、明治維新150
年にあたる平成30年を大きなチャンスと捉え、「志国
高知 幕末維新博」を開催する
○博覧会を通じて、県内の様々な史跡などの歴史資源を
磨き上げ、地域地域に歴史観光の基盤を整える
○磨き上げた歴史資源と、地域の食・自然などが一体と
なった周遊コースを作り上げ、地域の産業群となる観光
クラスターを整備し、博覧会終了後の持続的な観光振興
につなげられるよう取り組む

・第一幕：H29.3.4～H30.4.20
・第二幕：H30.4.21～H31.1.31

・H29年度広告換算額：1,772,326千円
・H30年度広告換算額：3,801,061千円

・旅行会社への観光説明会の開催やセールス活動（延べ
17箇所、317社、1,093人参加）
・旅行会社への個別訪問（329件）

⇒博覧会期間中、全25会場への入館者数
　　　　　　　　　　　　　　3,340,262人

2　効果的なセールス＆プロモーション

1　効果的な広報・セールス活動
　  の展開
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

特設ウェブサイトの
アクセス数

－（H30）
↓

75万ＰＶ
（H31.2～R元累計）

〈R元年度末見込〉
75万PV以上

〈直近の実績〉
718,670PV
（R元.8末時点）

A＋

○さまざまな取り組みの成果が実際に数字に現れてきているものと
捉えており、順調にキャンペーンのスタートダッシュをきることが
できた。
・現時点（8/31）での特設ウェブサイトのPV数は71万PVを超
え、キャンペーン開始から7ヶ月で達成率95.8%。
・体験プログラム登録数は575件以上。
・県内の主な観光施設や体験プログラムの利用者数についても対前
年を上回る入込数を記録している。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・「リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン
～」：令和２年12月31日まで（予定）

マスメディア等の媒体
での露出件数

201件（H27）
↓

401件以上（R元）

〈直近の実績〉
568件
（H30 年度末）

A＋

○目標値を上回る露出が図られ、H30年度のみならずこれまでの積
み重ねが成果に現れていると考える。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。

観光サポートアプリの
ダウンロード数

－（H27）
↓

１万件
（H28～R元累計）

〈直近の実績〉
18,258件
（H28～R元.7末累
計）

A＋

○H28年度から運用開始し、平成30年度末時点で目標のダウン
ロード数を達成している。
○リリースから３年が経過し、ダウンロード数は減少傾向にある。

○これまでの成果を踏まえ、事業の継続を検討
する。
・アプリの機能改善や周知広報だけでなく、
「よさこいネット」のスマートフォン対応化な
ども含めて、今後のスマートフォン・タブレッ
トでの情報提供のあり方を検討していく。

H30年度中のＤＭＯ化

- （H29）
↓

法人格の取得・
DMO法人登録

（H30）

＜直近の成果＞
法人格の取得・DMO
法人登録
（H31.3）

A＋

○当初のスケジュールから遅れることなく、H30.12に一般社団法
人化、H31.3に日本版DMO法人登録に至った。

・第四次観光交流戦略（2019から3年間の戦略）の策定（R
元.5.15）
＜コンセプト＞
   ■　国内外での「四国(shikoku)」の認知度向上
　■　リピーターを含めた個人旅行客の誘客・四国周遊の促進
　■　四国地域活性化の舵取り役
　戦略１　四国の知名度を高める
　戦略２　国内大都市などからの誘客
　戦略３　外国人観光客誘客
　戦略４　機構の運営基盤強化

○今後も継続して連携し取組を推進する
・四国ブランドの構築、磨き上げ、情報発信
・運輸事業者と連携した誘客、旅行会社と連携
した誘客
・四国が組み込まれた旅行商品の造成、四国遍
路をフックとした事業展開
・民間活力を活用した国際的に通用する観光地
づくりのバックアップ

①メイン会場（県立坂
本龍馬記念館）の入館

者数
※H30.4.21オープン

13万人（H28）
↓

15万人（H30）

＜直近の実績＞
①16.9万人
（Ｈ30４～12）

A＋

②メイン会場（県立高
知城歴史博物館）の年

間入館者数
※H29.3.4オープン

－（H27）
↓

12万人（H30）

＜直近の実績＞
②12万人
（Ｈ30.１～12）

A＋

キャンペーンサイトの
構築

ー（H29）
↓

キャンペーンサイトの
構築（H30）

＜直近の成果＞
特設ウェブサイトの開
設（H31.2）

A＋

H31.2.1より「リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～」がス
タート。キャンペーンの特設サイトのPV数も順調に推移している。

○H30終了
・今後は「リョーマの休日～自然＆体験キャン
ペーン～」の開催として取り組みを進める。

時事や季節に応じたプロモーションの展開により、博覧会の開催期
間中、高知県の県外観光客入込数は平成29年には過去最高の440
万人、平成30年には豪雨や台風の影響があったものの、国の観光復
興に向けた取組や幕末維新博関連のイベントが功を奏したことも
あって約441万人と、それぞれＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」が放送
された平成22年の435万人を上回るなど、多くの観光誘客を達成
することができた。

○これまでの成果を踏まえ、歴史観光の取組を
推進する
・一過性のもので終わらせないよう引き続き、
各歴史施設へのハード整備や専門的知識を有す
る調査＆研究チームによる企画展の後押しなど
ソフト面の取組を支援する。
・「志国高知 幕末維新博」からバトンタッチし
た「リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン
～」では自然や体験を前面に出していきつつ
も、この博覧会において磨き上げてきた資源を
生かしたセールスやプロモーションを展開する
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取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

◆施設整備に合わせたアマチュアス
ポーツ合宿・大会の誘致の強化

○県、(公財)高知県観光コンベンション協会、市町村、
競技団体等が連携を密にし、春野総合運動公園や土佐西
南大規模公園の施設整備に合わせて、大学、社会人等の
アマチュアスポーツの合宿・大会誘致を強化する。ま
た、年間を通じた合宿、大会の受入のため、障害者ス
ポーツ等の新たなターゲットの開拓にも取り組む。

・アマチュア合宿助成金（(公財)高知県観光コンベン
ション協会、H26～H30：74,349千円）

・(公財)高知県観光コンベンション協会のアマチュア合
宿助成金を活用した誘致23,000人泊（R元末見込み）
⇒（H26～H30）:延べ69,455人泊

・(公財)高知県観光コンベンション協会のスポーツ大会
助成金を活用した誘致27,000人泊（R元末見込み）
⇒（H26～H30）:延べ120,069人泊

◆高知龍馬マラソンの開催 ○高知龍馬マラソンの開催を通じて、県民のスポーツや
健康への関心を高めるとともに、県内外、国外から多く
の方に参加いただくため、安心・安全な大会運営や魅力
的な大会づくりを行う。

・高知龍馬マラソンの開催（H26～）

・高知龍馬マラソン県外出走者
　H26年度　3,227人（県内外出走者6,543人）
　H27年度　4,048人（県内外出出走者8,176人）
　H28年度　4,621人（県内外出出走者10,140人）
　H29年度　4,777人（県内外出出走者11,194人）

　H30年度   4,949人（県内外出出走者11,956人）

・H30年度からファンランの実施
   H30年度   16人　  （県内外出出走者314人）

⇒給水・給食では、地元の特産品をふんだんに用いこと
で高知県産品の魅力の発信につながっている。
⇒経済波及効果の直近値（平成30年度）は、470,957
千円

２　自然環境を生かしたスポーツツー
　　リズムの推進

◆2020年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会、ラグビーワー
ルドカップ2019の事前チームキャ
ンプ等の誘致・受入

○2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会
及びラグビーワールドカップ2019の日本開催を好機と
捉え、関係機関と連携し、事前チームキャンプ等の誘致
活動や受入環境の整備を行う。
○大会終了後は、受入国との継続した交流を図り、地域
の活性化につなげるとともに、受入により培ったノウハ
ウをトップリーグチーム等の合宿誘致・受入に生かす

・ホストタウン登録国（オランダ、シンガポール、オー
ストラリア、チェコ、トンガ、ハンガリー、キルギス）
等を中心としたスポーツ交流活動の実施、関係者の招へ
い、合宿受入など

【2020東京オリパラ事前合宿誘致関係】
・チェコ五輪委員会及び同国カヌー連合と事前合宿実施
の協定書締結（H31.3.15）
・チームシンガポール事前合宿（2019）の実施決定
（令和元.７月～８月・水泳、卓球、バドミントン）
・ホストタウン関係の視察等５回、合宿３回、交流等６
回

【ラグビーワールドカップ2019関係】
・ラグビーワールドカップ2019トンガ代表事前キャン
プの実施決定（2019.9.9～13実施予定）
・ラトゥ氏の高知県ラグビー特別強化コーチ就任によ
り、2018年高校国体7位入賞
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

アマチュアスポーツ合
宿による県外宿泊者数

（人泊）
35,536人泊（Ｈ

27）
↓

55,000人泊

〈R元年度末見込〉
50,000人泊

〈直近の実績〉
44,891人泊
（H30年度末） A

○出発点から毎年件数が増加している。プロ・アマチュアスポーツ
のキャンプ及び大会を誘致するに当たり、競技毎に、課題の明確
化、ターゲット先の選定を図り、高知県観光コンベンション協会と
連携して、アマチュア合宿・大会誘致に取り組んできた。

・KVCA助成金の活用について、市町村などの関係機関に機会を捉
えて周知し、活用を促進している。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。

・県内強豪校・チーム、競技団体等のキーパー
ソンの確保
・高知県の競技力向上を見据えて、高知県ス
ポーツ協会とも連携した、競技特性を踏まえた
効果的な誘致対策の検討

①2020年オリンピッ
ク・パラリンピック競
技大会の事前合宿や視

察等の受入回数
－（Ｈ27）

↓
12回以上

〈R元年度末見込〉
10回

〈直近の実績〉
14回
（H30年度末）

A

○継続した誘致活動によりチームシンガポール事前合宿の実施が決
定した。
○各種の合宿や交流活動を通じ、競技団体や地域が、直接海外競技
団体等と連携を取れることができる関係性が構築されはじめ、レガ
シー構築に向けた基盤が形成されてきている。

・合宿等期間中に、世界レベルの指導者や競技者等と触れ合う機会
が提供されている。
・合宿等で訪れたトップアスリート等のSNSによる情報発信が行わ
れている。

＜課題＞
・オリパラに向けた機運の醸成をさらに進める必要がある。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。

・左記、レガシー構築に向けた基盤の強化など
を通じ、競技力の向上、異文化理解の促進、地
域の活性化などの取組を更に進める。
・メディアの活用などを通じて機運醸成の取組
を進める。

②ラグビーワールド
カップ2019代表チー
ムの事前キャンプ等の

受入チーム数
　－（Ｈ27）

↓
1チーム以上

〈R元年度末見込〉
１チーム

〈直近の実績〉
-
（H30年度末）

A＋

○継続した誘致活動によりラグビーワールドカップ2019のトンガ
代表チームの事前キャンプの受入が決定した。
○ラグビーワールドカップ2019トンガ代表事前キャンプを受入れ
たことで、ラトゥ氏を筆頭とした、トンガコミュニティーとのネッ
トワークが構築できたことにより、県内の高校の競技力の向上及
び、国際交流も深化している。

・トンガ代表を受け入ることにより、キャンプ中の県外観客数の増
加を図る。また、県内の機運醸成につなげるとともに、県民に一流
のラグビー競技を体感できる機会を作り、県内チームの競技力の向
上を図る。

＜課題＞
・県民へのラグビーの周知の徹底
・トンガ代表事前キャンプ受入後のレガシーの創出

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。

・レガシーとして、競技力向上、国際交流を
テーマとした、トンガコミュニティーとのネッ
トワークを確保していく。

高知龍馬マラソンへの
出走者数'

8,176人（Ｈ27）
↓

1万人規模の大会継続

〈R元年度末見込〉
12,500人

〈直近の実績〉
11,956人（H31.2）

A＋

○当初3000人規模の大会から年々参加者を増やし、平成28年度か
ら参加者1万人を突破した。沿道の途切れぬ応援などが参加者から
好評で多くのリピーターを獲得し、1万人を突破してなお、参加人
数は増加し続けている。

・給水・給食では、地元の特産品をふんだんに用いことで高知県産
品の魅力の発信につながっている。
・経済波及効果の直近値（平成30年度）は、470,957千円。

＜課題＞
・大会規模の拡大に応じた受入体制の強化。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。

・現在の参加者数を維持しつつ、警備計画の強
化や救護体制の見直し等を行い、より安心・安
全な大会づくりを目指す。
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取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

◆中小規模をターゲットにした大
会・学会・報奨旅行の誘致

○県の協定締結企業や観光特使など、誘致先となり得る
ネットワークを最大限活用し、企業研修や企業ミーティ
ング、学会等の誘致を進める
○あわせて、本県の強みである食や自然を生かした、他
県にはない魅力的なメニューの提案を行う

・県外セールスの実施（ゆかりの企業除く）

・県外セールス実績（ゆかりの企業除く）
　H28　　10件
　H29　　26件
　H30　　25件
　
⇒コンベンション誘致実績
　　　　　（件数）（県外参加者数）
　H27　　  70件　　19,373人
　H28　　104件　　35,633人
　H29　　120件　　30,531人
　H30　　123件　　30,805人

◆大会開催等に係る主催団体の準
備・運営のサポート

○大会を受け入れる業界団体や大学等との連携を強化す
るとともに、地元事務局となる県内の大学等との関係強
化を図る
○また、会場基盤や地理的条件など本県の弱みを補完
し、強みである「食」や「自然」などを生かした特色あ
る高知流MICEの企画・調整を行う

・県内セールスの実施
・高知家流MICE連絡会の実施
　H28　　1回
　H29　　1回
・MICE企画書の作成

・県内セールス実績
　H28　　121件
　H29　　156件
　H30　　173件

⇒コンベンション誘致実績
　　　　　（件数）（県外参加者数）
　H27　　  70件　　19,373人
　H28　　104件　　35,633人
　H29　　120件　　30,531人
　H30　　123件　　30,805人

◆高知県ゆかりの企業へのアプロー
チ

○明治期に高知出身の人物が創業・発展に携わり、殖産
興業の発展に寄与したゆかりの企業に対し、幅広い視点
からアプローチを行う

・高知県ゆかりの企業セールス実績
　H28　　  0件
　H29　　26件
　H30　　28件

⇒コンベンション開催件数　106件（H30）
⇒コンベンション参加人数　3.1万人（H30）

◆龍馬パスポートの継続と拡充 ○高知県を訪れる観光客の県内周遊を促進するための
ツールとして、また、リピーターとなるきっかけづくり
を行うため、「龍馬パスポート」事業を継続・拡充する

・龍馬パスポートの利用者数
　H30.7.27　20万人突破
　H31.3.31時点　213,482人（県外利用者55％）
　⇒周遊促進につながる

○きめ細かな観光情報を提供するため、観光案内所の機
能強化を図る
　
・県内広域７ブロックに外国人観光案内所の設置
　を進める

・外国人観光案内所の設置
⇒7ブロック18か所（R元末見込）

・県全域の観光案内ができる総合案内所、県内広域
　７ブロックの拠点となる観光案内所の設置を進める

・総合案内所と拠点となる案内所の数
⇒14か所（R元末見込）

3　コンベンション等(MICE)の誘致
　  活動の強化

◆きめ細やかな観光情報の提供
(県内広域7ヵ所(ブロック)全てに外
国人観光案内所の設置)

3　OMOTENASHI(おもてなし)の推進

1　国内外からの観光客の満足度を
　  さらに高めるための受入環境整備
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

コンベンション等の
開催件数

55件（H26）
↓

106件（R元）

＜R元年度末見込み＞
86件　39,065人

＜直近の実績＞
36件　7,402人
（R元8.26時点）

A－

○県の協定締結企業や観光特使など、誘致先となり得るネットワー
クを最大限活用し、企業研修や企業ミーティング、学会等の誘致を
進めることにより、出発点と比較して開催件数は増加傾向にある。

＜課題＞
・県内関係者との人脈構築
・会場施設など関係機関との連携
　協会が把握していない大会の情報収集を行う
　　→助成支援、パンフレットの提供
　　　→満足度の向上
・他県のコンベンション関係団体からの情報収集

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・県内会場施設やイベント運営会社との情報共
有
・県内の大学や、支部などへの営業活動の強化
・他県のコンベンション関係団体との連携を強
化し、情報を共有・連携して誘致に取り組む。

同上 同上

同上

○県の協定締結企業や観光特使など、誘致先となり得るネットワー
クを最大限活用し、企業研修や企業ミーティング、学会等の誘致を
進めることにより、出発点と比較して開催件数は増加傾向にある。

＜課題＞
・受入基盤が弱く2,000～3,000人以上の規模の大会誘致が困難
・助成等の支援以外の魅力、ユニークベニューの開発不足

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・助成金以外の高知県の魅力を発信
　（ユニークべニュー・アフターMICE素材等）

ゆかりの企業との
タイアップの件数

－（H29）
↓

8件（R元）

＜直近実績＞
　1件（H30）

A－

○セールスによりタイアップにつながった実績はあり、ゆかりの企
業へのセールスは継続しているが、企業・団体の単位での実績件数
がまだまだ少ない

＜課題＞
・コンベンション開催につながるPR

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・高知県ゆかりの企業を中心とした研修や報奨
旅行の誘致に取り組む

龍馬パスポート（青）
の利用者数

146,902人（H27）
↓

23万人
（H27～R元累計）

<R元年度末見込>
232,066人

<直近の実績>
221,678人
（R元.8末時点） A＋

○H30年度末時点で20万人以上の利用者がおり、目標達成できる
見込である。
○利用者の半数以上が県外利用者であり、県外観光客の周遊促進に
効果があった。

○事業の継続又は拡充を検討
・「龍馬パスポートⅢ」がR元年度末で終了予定
のため、事業の継続又は拡充の検討をする。

①外国人観光案内所の
設置箇所数

3か所（H26）
↓

15か所
（H27～R元累計）

①<R元年度末見込>
18か所

<直近の実績>
15か所
（R元.8末時点）

A＋

○県内広域7ブロック全てに外国人観光案内所が設置される見込み
であり、箇所数は目標を上回る見込みである。

・認定を目指す案内所については引き続きソフト面で支援していく
予定

②総合案内所、拠点と
なる案内所の設置箇所

数

13か所（H30）
↓

14か所
（H30～R元累計）

②<R元年度末見込>
14か所

<直近の実績>
14か所
（R元.8末時点）

A＋

○県内広域7ブロックそれぞれに2か所以上の総合案内所、拠点とな
る案内所の設置がされる見込みであり、目標達成の見通し。

・自然＆体験キャンペーンに合わせて次年度以降も引き続き観光案
内所の機能強化に取り組んでいく。

○これまでの成果を踏まえ事業を継続する。
・自然＆体験キャンペーンの展開や更なる周遊
促進のため、引き続き観光案内所の機能強化に
取り組む。
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取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

○外国人観光客の満足度を高めるため、受入基盤を整備
する

・飲食店の多言語メニュー作成の支援及び普及拡大
　
・多言語メニュー作成支援システムの構築

・飲食店の多言語メニュー作成の支援及び普及拡大
⇒登録数329店舗（R元.８月末）

・主要観光地への津波避難場所等を表示した多言語
　案内板の設置

・主要観光地への津波避難場所等を表示した多言語
　案内板の設置
⇒30か所（H29末）

・観光施設・観光地等への無料Wi-Fi環境の整備 ・観光施設・観光地等への無料Wi-Fi環境の整備
⇒89か所（R元.8末）

・無料Wi-Fi認証手続きの簡素化の推進
　
・高知県外国人観光客向けFree Wi-Fi整備推進協議会
　の開催：3回（H29～30累計）

・無料Wi-Fi認証手続きの簡素化の推進
⇒協議会への参画市町村数：34市町村（H29末）

・外国人観光客とのコミュニケーション力の向上の
　ための研修の実施
　
・研修会の実施エリア：8エリア（H29～30累計）

・外国人観光客とのコミュニケーション力の向上の
　ための研修の受講者数
　⇒25事業者（H30末時点）

◆バリアフリー観光の推進 ○高齢者や障害者、外国人など多様なニーズを持つ観光
客にきめ細やかな情報提供ができるようバリアフリー観
光の相談態勢を整える

・現地調査の実施

・現地調査の実施数
　観光施設60施設、宿泊施設61施設、
　交通機関18施設（R元.８月末）

○観光地で清潔でおもてなしの心が感じられるおもてな
しトイレの拡大を図る

・おもてなしトイレの認定、再確認

・おもてなしトイレの増加
　⇒増加数110か所（H28～30累計）

○おもてなしの心が感じられる観光ガイドタクシー（お
もてなしタクシー）の拡大を図る

・おもてなしタクシーの認定

・おもてなしタクシードライバー（稼働数）の増加
　⇒おもてなしタクシー稼働数　357人（H30年度
末）

◆外国人観光客へのおもてなしがで
きる観光人材及び観光ガイド団体の
育成支援

○県内各地域の観光ガイド団体の連携や質の高いガイド
の技術の習得を目的とする研修会の開催や外国人対応の
できるガイドの育成

・観光ガイド向け研修の開催
　H28　６回
　H29　６回
　H30　４回
　R元  　４回（予定）
・アドバイザー派遣の実施

・観光ガイド向け研修の参加者数
　H28　205人
　H29　309人
　H30　204人
・アドバイザー派遣利用団体数
　H30　6団体
⇒観光ガイド団体数　45団体（H30年度末）

◆おもてなしトイレ、おもてなしタ
クシーの拡大

2　観光客の満足度をさらに高める
　  おもてなしの取組

◆観光基盤の整備(受入態勢の充実)
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

①メニューを多言語化
した飲食店の数

－（H27）
↓

800店舗
（H27～R元累計）

①<R元年度末見込>
登録数：450店舗
  サイト公開数：
                 100店舗

<直近の実績>
登録数：329店舗
　サイト公開数：
                   71店舗
    （R元.８末時点）

A－

○H30度から、システム保守管理委託先事業者や商工会議所等と連
携した登録促進の取り組みを開始した結果、登録数をH29年度から
129店舗純増することができた。

＜課題＞
多言語メニューのメリットを感じていない店舗が多いことや、多言
語メニューを作成する人員が割けないこと等により、登録店舗数が
伸びない。

○事業の継続を含め検討する。
・登録方法だけでなく、メニュー用の写真撮影
方法や外国人観光客の嗜好等、店舗に有益な情
報をあわせて提供することで、当サイト利用の
付加価値を高める。

②津波避難多言語案内
板の設置数

3か所（H27）
↓

30か所
（H27～29累計）

②<直近の実績>
30か所
（H29末）

A＋

○目標どおり津波浸水想定区域に県が設置した広域観光案内版及び
観光地における多言語避難看板の設置が完了した。

○H29終了

③無料Ｗi-Ｆi環境の整
備箇所数

19か所（H27）
↓

87か所
（H27～29累計）

③<R元年度末見込>
89か所

<直近の実績>
89か所
（R元.8末時点）

A＋

○県内観光施設におけるWi-Fi環境の整備が進んだ。
・89（整備数）／91（対象施設数）

④Free Spotを含む
Wi-Fi提供市町村の協

議会への参画数

－（H28)
↓

25市町村以上
（H29)

④<直近の実績>
34市町村
（H29年度末）

A＋

○県内34市町村の参画のもと,外国人観光客が新たな認証手続きな
しに利用できるWi-Fi環境の整備が図られた。
・県内で外国人観光客がスムーズに利用できるWi-Fi環境の整備：
89か所

⑤研修受講事業者数

－（H29)
↓

80事業者
（H30～R元累計）

⑤<R元年度末見込>
80事業者

<直近の実績>
25事業者
（H30年度末）

A＋

○エリア別セミナー、個別研修ともに概ね目標どおりの受講者数と
なり、県内観光地エリアにおける外国人観光客受入スキルの向上が
図られた

○これまでの成果を踏まえ事業を継続する。
・引き続き受け入れスキルの向上を図るため、
研修を実施する。

バリア情報、バリアフ
リー情報の収集件数

－（H29）
↓

宿泊施設100件
観光施設100件
交通施設30件

（H29～R元累計）

<R元年度末見込>
宿泊施設100件
観光施設100件
交通施設  30件

<直近の実績>
宿泊施設60件
観光施設61件
交通施設18件
（R元.８月末）

A＋

○バリアフリー観光推進目標どおり情報の収集・蓄積を行うことが
できる見込みである。
○令和２年度からバリアフリー観光相談窓口が開設される見込みで
ある

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・バリアフリー観光に関する相談窓口の設置及
び運営を行う。

①おもてなしトイレの
認定数

696か所（H26)
↓

850か所（R元）

①<R元年度末見込>
860か所

<直近の実績>
836か所
（R元.８月末）

A＋

○目標どおり認定を行うことができる見込みである。 ○目標達成
・おもてなしトイレ認定の継続
・認定トイレの再確認の実施

②おもてなしタクシー
の稼働数

284人（H26)
↓

600人（R元）

②<直近の実績>
357人
（H30年度末）

A－

○目標達成が難しい状況である
<課題>
・タクシードライバー数の減少や高齢化など

○これまでの成果を踏まえ、事業の継続を検討
・タクシー事業者と連携し観光客の不満をなく
す取組を進める。

観光ガイド団体数

28団体（H26)
↓

45団体（R元）

<R元年度末見込>
45団体

<直近の実績>
45団体
（H30年度末）

A＋

○目標どおり観光ガイド団体が増加している、
・高知県観光ガイド連絡協議会加盟団体数：29団体

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・観光ガイド団体の機能強化などの取組を支援
する。

○R元終了
・今後も観光客の満足度をさらに高める受入環
境の整備の一環で取り組む。
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取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

◆海外旅行博でのプロモーション ○当県を含む旅行商品の造成を促進するため、ターゲッ
ト市場における海外旅行博等に四国または高知で出展
し、あわせて現地旅行会社等への個別セールスを行う

・国内外での商談会・旅行博等への参加
　H27 : 22回、H28 : 16回、H29 : 23回、H30 :
46回

○海外旅行博等でのプロモーション
・現地旅行会社への個別営業
　H27 : 150社、H28 : 126社、H29 : 193社、
　H30 : 381社

◆対象市場の拡充とニーズに合った
旅行商品の販売促進

○本県のターゲット市場のニーズ（嗜好等）に応じた商
品を造成するため、高知の魅力を体感できる「鉄板」観
光資源で構成された、各市場毎の「周遊ルート」設定と
「旅行商品」の造成・販売を行うとともに、四国内を周
遊できる鉄道パス「ALL SHIKOKU RAIL PASS」及
び路線バスの利用促進事業やレンタカー企画事業を推進

・外国人旅行者のニーズに対応した「鉄板」旅行商品造
成・販売（台湾・香港・シンガポール）

・外国人旅行者のニーズに対応した旅行商品造成・販売
（タイ）

・現地の旅行動向等に精通した現地法人と連携した旅行
会社への定期的・継続的なセールス

○外国人旅行者のニーズに対応した「鉄板」旅行商品造
成・販売（台湾・香港・シンガポール）
・H28 :  10商品579名送客
・H29 : 113商品5,154名送客
○外国人旅行者のニーズに対応した旅行商品造成・販売
（タイ）
・H29 :  ５商品 71名送客
○現地の旅行動向等に精通した現地法人と連携した旅行
会社への定期的・継続的なセールス
・H30 : 台湾…セールス38社、168商品造成、
　　　　　　　8,926人泊
　　　　香港…セールス25社、28商品、
　　　　　　　6,972人泊
　　　　シンガポール…セールス19社、11商品、
　　　　　　　　　　　40人泊
　　　　タイ…セールス16社、９商品、
　　　　　　　93人泊

◆国際チャーター便の戦略的な誘致
拡大と商品造成販売

○海外からのアクセス環境を向上させるため、国際定期
路線化を見据え、高知龍馬空港の整備と連携した国際
チャーター便や四国内の空港を活用したチャーター便の
誘致拡大を図る

○国際チャーター便の誘致
　H27 : 1往復76名、
　H28 : 2往復200名、
　H29 : 10往復1,384名、
　H30 : ５往復767名

4　国際観光の推進

1　効果的な広報・セールス活動
　  の展開

◆クロスメディアによる情報発信と
国内外のマスメディアと連携した露
出の強化

2　外国人向け旅行商品の販売促進

3　高知龍馬空港の整備と連携した
　  アクセス環境の向上

○海外における当県の認知度を向上させるため、外国人
向けウェブサイト「VISIT KOCHI JAPAN」及び連動
したSNSなどによる情報発信、旅行情報サイトとの連携
と、在日外国人メディア招請や海外メディアのモニター
ツアー招請による露出強化

・国内外のメディアを活用した情報発信の強化
　H29～30 : Trip Advisorとの連携（バナー広告、
　　　　　　 PDP広告の実施、セミナー開催各１回）
　H30 : 観光情報発信委託業務
　　　　プレスリリース回数…６回
　　　　配信先…777回
　R元 : Trip AdvisorとJAL共同プロジェクトでの
　　　 高知動画の制作
　R元 : Ctrip（中国OTA）との連携協定の締結

・現地メディアを活用した情報発信の強化
　H30 : 現地メディア情報交換会の開催（台湾）
　H30 : weibo（中国版twitter）の運用開始（中国）
　R元 : NAVERブログの運用開始（韓国）

・在日外国人ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを活用した情報発信の強化
　H30 : 個人旅行者の嗜好を深掘りするマーケティング
　　　　を実施、四万十川をゲートウェイコンテンツ
　　　　に設定（米・豪）

○インターネットを活用した情報発信の強化
・VISIT KOCHI JAPAN（ホームページ）
　H27 : 137,322PV（５言語の計）
　H28 : 753,284PV（　　〃　　）
　H29 : 332,442PV（　　〃　　）
　H30 : 373,388PV（　　〃　　）
・VISIT KOCHI JAPAN（Facebook）
　H27 : ファン数49,748（２言語の計）
　H28 : 　〃　155,809（　　〃　　）
　H29 : 　〃　197,739（　　〃　　）
　H30 : 　〃　243,341（　　〃　　）
・VISIT KOCHI JAPAN（Instagram）
　H29 : フォロワー数　536
　H30 : 　　〃　　　1,392
○国内外のメディアを活用した情報発信の強化
・メディア招請回数
　H27 : 22回、H28 : 23回、H29 : 22回、
　H30 : 25回
○現地メディアを活用した情報発信の強化
　H30 : 現地メディア情報交換会の開催（台湾）
　　　　参加27社42名
　　　　掲載実績31社
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

海外旅行博等出展回数

14回（H27)
↓

25回（R元）

〈R元年度末見込〉
21回

〈直近の実績〉
46回
（H30年度末） A

○ここ数年で、海外旅行博での出展回数を大幅に増やした。

＜課題＞
・旅行博の来場者は、既に行き先を決めているケースも多く、単な
る出展では本県への誘客効果が低い。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・旅行博への来場者向けに、本県をＰＲするこ
とができるよう、単なる出展に留まらない仕掛
け作りを検討する。

観光庁宿泊統計調査外
国人延べ宿泊者数（従
業員数10人未満の施

設含む）

38,590人泊（H26）
↓

148,000人泊（R
元）

〈R元年度末見込〉
100,000人泊

〈直近の実績〉
79,160人泊
（H30年確定値）

A－

○訪日外国人旅行者数が激増するなか、本県では平成28、29、30
年度と伸び率がほぼ横ばいを続けており、目標値には届いていな
い。

＜課題＞
・海外セールス拠点によるセールスを強化し、造成される旅行商品
も増えているが、最少催行人数に申し込み人数が及ばず、結果とし
て催行されないケースが多い。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・海外セールス拠点によるセールスを強化し、
造成される旅行商品も増えているが、最少催行
人数に申し込み人数が及ばず、結果として催行
されないケースが多い。
・旅行商品が造成されたとしても、旅の目的地
として選ばれるためには、旅行商品の磨き上げ
と認知度の向上が不可欠であるため、現地での
露出の増加等、積極的なプロモーションを実施
する。

国際チャーター便の運
航数（高知龍馬空港）

4便（H28)
↓

30便（R元）

〈R元年度末見込〉
30便

〈直近の実績〉
５便
（H30年確定値）

A＋

○チャーター便の誘致に向けて、交通運輸政策課と連携して積極的
なセールスを行っているが、相手航空会社の機材繰りや高知チャー
ターの需要創出（商品造成・販売する旅行会社のモチベーションを
上げる）・空港施設の受入態勢などの課題から目標値を下回る結果
となった。

○これまでの成果も踏まえ、事業を継続する。
・今後も交通運輸政策課や空港施設側との連携
を密にし、2021年の高知龍馬空港新ターミナ
ル開設に合わせた国際定期便の就航に向けて、
チャーター便の実績を重ねていく。

外国人向けウェブサイ
ト「VISIT KOCHI
JAPAN」のページ
ビュー（PV）数

15,000PV（H27）
↓

130,000PV
（H27～R元累計）

〈R元年度末見込〉
406,619PV

〈直近の実績〉
373,388PV
（H30年度末）

A＋

○実績値は目標値を大幅に上回っており、引き続きプロモーション
の強化を図る。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・本県の認知度向上のためには、KVCAが運営
するVISIT KOCHI JAPANのみならず、各市場
で訴求力のあるSNS等による情報発信や、各市
場において誘客効果・露出効果の高い媒体との
連携を強化し、効果的な認知度の向上を図る。
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取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

◆広域周遊観光の推進 ○当県の外国人延べ宿泊者数を増加させるため、四国４
県および国際線を持つ他の自治体等と連携し、広域での
周遊ルートづくり（新規コンテンツの発掘含む）を進め
るとともに周遊ルート上における観光案内の強化等を図
る

・観光庁広域観光周遊ルート事業（観光庁訪日外国人旅
行者周遊促進事業）を活用した広域国際観光の推進
　H27 :本県を含む四国を８の字に周遊するルートが
『スピリチュアルな島～四国遍路～』 広域観光周遊
ルートとして認定
　H29 四国ツーリズム創造機構ホームページの多言語
WEBサイトを整備
　H30 定期空港バス利用者向け周遊クーポンブック制
作

・東京都連携による外国人旅行者誘致事業
　H28 : サイト運営開始、オンライン広告の実施
　H28～30 : 旅行記の追加

○その他国施策を活用した広域国際観光の推進
・ビジットジャパン地方連携事業（訪日プロモーション
地方連携事業）
　H28 : 採択事業数…12事業
　H29 : 採択事業数…9事業
　H30 : 採択事業数…13事業
○東京・中国地域（山陰・瀬戸内）・四国地域の連携に
よる外国人旅行者誘致事業を活用した広域国際観光の推
進
・山陰・瀬戸内・四国エクスプレスウェイパス
　H29 : 販売数1,591枚
　H30 : 　〃　2,095枚
・東京都連携による外国人旅行者誘致事業
　H28 : サイト運営開始、オンライン広告の実施
　H28～30 : 旅行記の追加

◆「よさこい」の全国ネットワーク
の構築

○全国のよさこい主催団体と、県、よさこい祭振興会、
高知市等が連携し、よさこいの魅力を「日本の祭り」と
して世界へ発信していくため、2020年東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の開閉会式等での演舞を目
指し、関係機関への要望活動や各地でのオリパラを盛り
上げる活動を行う

・２０２０よさこいで応援プロジェクト実行委員会総会
の開催（４回）（H２８～３０）
・２０２０よさこいで応援プロジェクト実行委員会理事
意見交換会の開催（７回）（H２８～３０）
・２０２０よさこいで応援プロジェクト実行委員会事業
「よさこいフラッグリレー」の実施（４６団体）（H３
０）
・「よさこいフラッグリレー」東京２０２０参画プログ
ラムに認証申請

・２０２０よさこいで応援プロジェクト実行委員会新規
参画：８４団体（H２８～３０）
⇒実行委員会参画団体数：９１団体（H３０年度末時
点）
・「よさこいフラッグリレー」の東京２０２０参画プロ
グラムへの認証

◆海外(世界)に向けたプロモーショ
ンの展開

4　国際線直行便を持つ他県及び
　  首都圏と連携した広域観光の
　  推進

5　2020年東京オリンピック・
　  パラリンピックに向けた
　  「よさこい」の戦略的な活用

○2020年東京オリンピック･パラリンピック競技大会
を通じて、「よさこい」を「日本の祭り」として世界へ
アピールするとともに、世界でのよさこいネットワーク
の拡大を図り、「よさこい」と「発祥の地高知」の認知
度を飛躍的に高める

・よさこいアンバサダーの招へい
・よさこい海外普及支援員の協力者の公募、協力者とし
ての登録・氏名公表（１４名）（H２９～３０）
・海外イベントへのよさこいチーム派遣（７回派遣）
（H２８～３０）
・フェイスブック「YOSAKOI　KOCHI　JAPAN」で
の情報発信

・よさこいアンバサダーの認定：１６ヶ国、５６名（H
２８～３０）
・よさこい海外普及支援員の派遣：３名（H２９～３
０）
⇒よさこいが開催されている国の数：２８ヶ国（H３０
年度末）
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

観光庁宿泊統計調査外
国人延べ宿泊者数（従
業員数10人未満の施

設含む）

38,590人泊（H26）
↓

148,000人泊（R
元）

〈R元年度末見込〉
100,000人泊

〈直近の実績〉
79,160人泊
（H30年確定値）

【再掲】

○海外での認知度向上に向けて、中四国地域や東京都と連携して実
施する取組は有効である。

＜課題＞
・四国全体の認知度は徐々に向上しているものの、本県の認知度は
いまだ低いことから、他地域との連携効果が薄い。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・観光庁事業である訪日外国人旅行社周遊促進
事業、訪日プロモーション地方連携事業等を核
にした取組を推進する。

2020よさこいで応援
プロジェクト実行委員

会への参加団体数

7（H27)
↓

200（R元）

<R元年度末見込>
115

＜直近の実績＞
92（R元.８末時点）

A－

○実行委員会への参加数は目標に届かない見込みだが、全国３７都
道府県から参画があり、一層全国的な組織になった。

＜課題＞
・実行委員会参加団体を増やしていくためには、活動のさらなる情
報発信を行っていくことが必要

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・組織力のさらなる拡大を図ったうえで、よさ
こいを国内外に情報発信する事業を推進し、オ
リンピック・パラリンピックの開閉会式等での
よさこい演舞を目指し、要望活動や、全国の実
行委員会会員（よさこい主催団体）が集える企
画・プロモーションの展開を進める。

①フェイスブックの
「いいね」数

－（H27)
↓

1万件（R元）

①<R元年度末見込>
3,000件

＜直近の実績＞
1,144件（R元.８末時
点）

A－

○フェイスブックの「いいね数」が大きく目標を下回っている。

＜課題＞
・よさこいアンバサダーやよさこい海外普及支援員の派遣により
ネットワークができつつあるが、そのネットワークを十分に活用で
きていない

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・フェイスブックの「いいね数」については、
積極的な情報収集・発信などを行っていく。

②よさこいが開催され
ている国/地域の数

16ヶ国（H27)
↓

40ヶ国（R元）

②<R元年度末見込>
40ヶ国

＜直近の実績＞
29ヶ国（R元.５末時
点）

A＋

○直近の実績では、よさこいが開催されている国/地域は目標を下
回っているが、よさこいアンバサダーの認定やよさこい海外普及支
援員の派遣等により広がっている

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・よさこいが開催されている国/地域の拡大のた
め、よさこいアンバサダーのネットワークを活
用した情報収集や、よさこいマイスターの派遣
等により、よさこいのさらなる認知度の向上を
目指す

17



取組方針 取り組みの概要 具体的な成果

◆具体的な取り組み

戦略の柱

可能な限り具体的な数値を記載 

◆「土佐の観光創生塾」のさらなる
充実による本県観光を担う観光人材
の育成

○地域地域における自律的・持続的な観光地づくりの推
進及び地域観光を担う人材の育成に向け、「土佐の観光
創生塾」を開催し、地域コーディネーターのハンズオン
支援による自然・体験型観光商品の磨き上げ・販売と地
域の事業者が連携した地域観光クラスター化を促進する
ための取組を支援。

・「土佐の観光創生塾」の開催
　H30：<基礎編>４回、
　　 　　<応用編>東部・中央・西部　各４回
　R元：<全体導入編>東部・中部・西部　各１回
　　　  <情報発信編>３回
　　　  <地域づくり編>３回
　　　  <商品づくり実践編>東部・中部・西部　各３回
・地域コーディネーターのハンズオン支援による観光商
品の造成・磨き上げ及び地域観光クラスター形成支援

・「土佐の観光創生塾」の開催
　　H30：
　　<基礎編>４回、延べ241人
　　<応用編>東部・中央・西部　各４回、62事業者
　　R元.８末：
　　<全体導入編>東部・中部・西部　各１回、186人
　　<情報発信編>１回、49人
　　<地域づくり編>１回、48人
　　<商品づくり実践編>１回、72人
・観光商品の造成・磨き上げ
　⇒H30：商品化69件、うちOTA販売63件
　⇒R元：商品化10件、うちOTA販売10件
　　　　 （R元.８末）
・地域観光クラスター分科会の開催支援による事業者
　連携の推進
　⇒H30：地域観光クラスター15件
　⇒R元：地域観光クラスター１件（R元.８末）

◆観光創生塾を通じた人材育成 ○地域地域における自律的・持続的な観光地づくりの推
進及び地域観光を担う人材の育成に向け、「土佐の観光
創生塾」を開催し、地域コーディネーターを配置すると
ともに、地域観光クラスター化を促進するための取組を
支援。

・「土佐の観光創生塾」の開催
　H28：東部・中央・西部　各6回
　H29：全体1回、東部・中央・西部　各5回
・地域コーディネーターのハンズオン支援による観光商
品の造成・磨き上げ及び地域観光クラスター形成支援

・「土佐の観光創生塾」の開催
　H28：東部・中央・西部　各6回、82人
　H29：全体　1回、
　　　　 東部・中央・西部　各5回、88人
・観光商品の造成・磨き上げ
　⇒H28：商品化72件
　　H29：商品化84件
・地域観光クラスター形成支援による事業者連携の推進
　⇒H28～29：地域観光クラスター24件

5　事業体の強化と観光人材の育成

1　観光産業を支える事業体の強化や
　  人材の育成と商品造成力の向上
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次のステージに向けた方向性

目標値、
R元年度末見込、直近の実績

総　　　括

目標値
出発点

↓
目標

R元年度末見込
及び

直近の実績

数値目標等
に対する

客観的評価
総括を踏まえ、戦略の見直しや再構築

が必要な場合等の具体的な内容 
これまでの取り組みについて、成果を踏まえた総合評価 

創生塾を通じたアウト
ドア・自然体験商品

（地域観光クラスター
を含む）の販売

－（H29）
↓

60商品（R元）

〈R元年度末見込〉
60商品

〈直近の実績〉
69商品
（H30年度末）

【再掲】

○「土佐の観光創生塾」において、観光商品の造成・磨き上げや、
継続した販売に繋げる手法を学び、地域資源を活用した観光商品が
造成・販売されるなど、事業者の育成に繋がっている。
○参加事業者を中心とした地域観光クラスターが形成され、周遊促
進や消費拡大につながる仕組みづくりが進んでいる。

○これまでの成果を踏まえ、事業を継続する。
・商品造成・販売力向上に向けた支援を引き続
き実施するとともに、より地域での消費拡大に
繋がるような地域観光クラスターの形成や、観
光地域づくりの中心人物となる人材の育成に取
り組んでいく。

売れる観光商品の造成

－（H27）
↓

140件
（H28～29累計）

〈H29年度末〉
156件

A＋

○講座やワークショップ、地域コーディネーターのハンズオン支援
により、観光事業者の商品造成力が向上した。
○参加事業者を中心とした地域観光クラスターが形成され、周遊促
進や消費拡大につながる仕組みづくりが進んだ。

○H29終了（内容を拡充して継続）
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